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係－質》（図 版7）、《関 係－質 青’84－7》（図
版8）は、銅板を張った合板を布で包み、その上
から薄いアンモニア水を塗ることで生じた錆（緑
青）の痕跡による作品である。「出来上がった絵
があるのと違って、生まれてくる何かに完全に立
ち合っているみたいな緊張感がある」4）と河口が
述べるように、これらの作品の制作方法は結果が
全く意図していた通りになることは難しく、偶然
性に委ねるところが大きい。しかし、それは経験
によっていくらかコントロールすることが可能で
ある。そのために河口は、アンモニア水の濃度や
蒸発具合、気温等を確認しながら作品と向き合い、
より錆を求める箇所は、指や刷毛を用いて銅板と
布を圧着させる。このようにして、偶然性を意図
図版5 榎倉康二「二つのしみ」1972年
図版6 榎倉康二「無題」1977年
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的に引き起こし、利用しているのである。
河口は、作品のタイトルにもなっている「関係」
ということに特別な興味を持っており、この作品
の場合、銅板と布とアンモニア水が関係づけられ
ている。そこから生じた錆が前面的に主張するの
ではなく、布の層を通過して下からしみ出すよう
に姿を現す。陰で関係性を導くような関わり方を
しているのである。さらに、関係づけられたそれ
ぞれの素材の性質に委ねる部分があることからも、
非常に間接的な仕事であると言える。このことに
ついて河口はこのように述べる。
「例えば青い絵具をくっつけるということがあ
ります。このくっつけるというのは非常に個人が
出るんです。そういう意味で浸み込むというのか
な、染まるというのは、割合布自身の性質だとか、
そういうものに委ねる部分があるんですね。それ
と自分自身の行為との狭間がありますでしょ。」5）
また、制作過程と完成した際の印象の差につい
て、「展示されているときは一番外側のサビから
見ていくわけですね。鉄はどうしても見えない。
感じるしか仕方ない。だから、作るプロセスと見
るプロセスがすごく違う。」6）と述べている。
河口は、直接的な表現ではなく、素材同士の関
係性から生まれる間接的な表現を追求している。
錆を生む金属の板は常に布の下に隠れており、観
者はそれを目にすることはない。しかしながら、
作者は素材どうしを関係づける工程の中で、深く
それらと関わりを持つ。それにもかかわらず、最
終的にはその痕跡のみが表に現れることになり、
関わってきた素材の姿はほとんど感じ取ることは
ない。そのギャップこそが、先に引用した河口の
言葉に表れているのである。
表現の中に素材に委ねる部分、素材を介した部
分があることは染色も同じである。布にかたちを
創るために必要となる防染剤（河口の作品におけ
る金属板）は、染色する過程で大きな役割を担っ
ている。糊や蝋のついた状態の布はその厚みを増
し、布本来のしなやかさは失われ、普段の姿から
表情は一変する。しかし、このように防染剤に守
られた状態で染色されることで、明確なかたちが
染まりつく訳であるが、最終的にそれらの防染剤
は全て洗い落とされ、布と一体化した色彩だけが
残るのである。染着する間に関わった素材が表に
姿を現さず、その痕跡のみが残る点は、河口の作
品と酷似するところである。しかし、染色の明確
なかたちを染め分けた痕跡からは、その防染剤な
らではの効果が感じられにくいのに対し、河口の
錆は、偶然の効果を意図的に用い、利用している
ことによって、痕跡から感じ取られる素材の気配
が強いと言える。このことから、素材との関わり
である染色の表現において、その関係性から生じ
る痕跡を表現に生かすという展開が意識されると
ともに、そこに大きな可能性があると言える。
3．おわりに
これまで滲みを糸口とし、染色平面表現の可能
性について考察を行なってきた。現代美術を志向
する作家たちの素材に対する考え方は、その特性
を特性のみに終わらせるのではなく、表現へと繋
げる試みとなっている。それは、染色作家たちが
当たり前のように取り扱ってきた素材に対しても、
新たな可能性を見出すとともに、人間の技との関
係性を再認識することに繋がるものであった。
染色作家の中には、滲みに注目し、その効果を
（左）図版7 河口龍夫「関係－質」1982年
（右）図版8 河口龍夫「関係－質 青’84－7」1984年
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狙った作品を制作する者も見受けられる。しかし、
それをただ示すことに終わるのではなく、素材の
生む効果が染色平面表現とどのような関わりを持
つのかを常に問うことが大切であると考える。
素材や技法の生む効果を表現に繋げることに成
功している作家の仕事としては、佐野猛夫の蝋を
用いた半透し技法、同じく蝋を用いた城秀男の逆
ろうけつ染め、糊の亀裂効果を生かした糊纈染（こ
けちぞめ）の西耕三郎らが挙げられる。彼らの仕
事については、今後さらに研究を深めていきたい
と考えているところである。
（上）図版9 佐野猛夫「うずまく潮」1988年
（中）図版10城秀男「幽遠」1975年
（下）図版11西耕三郎糊纈染の作品
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